
室   名：

装置名：

[XL空気カーマ率] 4 則第30条第1項第1号に規定されている空気ｶｰﾏ率 [実効稼動負荷計算]

最大使用管電圧

最大使用管電流 撮　影 mA    × 秒    × 回/人

5 透　視 mA    × 分

[遮蔽材密度]

※『放射線施設のしゃへい計算実務マニュアル2007』    [実効線量限度]　管理区域境界、病室：1300μSv/3月間，　居住区域、敷地の境界：250μSv/3月間，　使用室：1000μSv/週間　 
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E/Ka（表１０）=
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1から4に該当しない（根拠書類の提出必要）
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機器の種類
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エックス線遮へい計算書
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撮影方法：
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室名：

装置名

撮影方法

管理区域境界

μSv/3月間

管理区域境界

μSv/3月間

管理区域境界

μSv/3月間

管理区域境界

μSv/3月間

管理区域境界

μSv/3月間

管理区域境界

μSv/3月間

居住区域

μSv/3月間

病室

μSv/3月間

敷地の境界

μSv/3月間

エックス線診療室しゃへい計算結果

:敷地の境界

漏洩線量
合計

実効線量限
度

E:

F:

:居住区域

:病室

   [実効線量限度]　管理区域境界、病室：1300μSv/3月間，　居住区域、敷地の境界：250μSv/3月間，　使用室：1000μSv/週間　 

　年　 　 月　　  日

A:

B:

C:

D:

判定


